
WCRP40周年記念事業 

Ⅰ.京都プログラム 
開催趣旨 

 
昨年 11月 23～25日に開催されたアフガニスタンの和解と平和に関する円卓会議
～「支えあう安全保障（SHARED SECURITY）」をめざして～で採択された提言
書で、WCRPを推進役にイスラーム指導者を招集して正しきイスラームのあり方に
ついて教えを広めることが提案されました。アフガニスタンにおける暴力の連鎖を

断ち切るためには、普遍的なイスラームが非暴力を強く推進している教えであるこ

とを発信することが肝要であり、また、京都宣言（2006年 第８回WCRP世界大
会）において指摘されている暴力やテロ行為のための宗教の悪用を堰き止めること

にもつながると考えます。 
WCRP日本委員会としては、同円卓会議での提案に応えるとともに、宗教者とし
て根本的な紛争和解のために、「和」の精神をもととするメッセージを発信し、アジ

アにおける紛争和解に寄与すべく、京都プログラムを開催致します。 
 
1. イスラーム指導者会議（非公開） 

中東諸国を中心としたイスラーム界を代表する約 15ヶ国の宗教指導者が集
い、和解や調和のために、いかに宗教者が貢献し得るかについて議論し、イス

ラームの非暴力と平和のメッセージを発信します。 
期日：平成 22年９月 20日（月）～22日（水） 
会場：京都市内 
 

2. 公開シンポジウム 
日本とイスラームの宗教指導者の対話を通して、互いに共通する平和観につ

いての相互理解を深め、宗教者としての役割を学びあうため、公開シンポジウ

ムを開催します。 
  テーマ 
「日本の宗教とイスラームの対話～まほろばの精神とイスラームの平和観～」 
日時：平成 22年９月 23日（木）14：00～17：00 

  会場：国立京都国際会館ルームＡ 
  内容：開会挨拶／歓迎挨拶   
  イスラーム会議代表発題 
  パネルディスカッション／フロアーディスカッション 
  閉会挨拶 
 

以 上 


